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北海道帯広柏葉高等学校いじめ防止基本方針（定時制）

【方針】

生徒一人一人の充実した学校生活のため、いじめの「防止」、「早期発見」、「早期対応」、「早期解

消」を組織的・計画的に行う。

【組織】・・・サポート委員会

校外

・帯広警察署生活安全課

・児童相談所

・学校医

相談

助言

【業務】（分担及び計画）

開発的対策（学校教育目標及び各分掌の重点目標から抜粋）

生徒指導部

☆ 集団活動の充実を図り、人間的価値・社会的価値についての視野を広げ、

その価値の選択に主体的判断を持てる資質を高める。

☆ 健康・安全についての認識を高め、生徒自らが健康で安全な生活ができる

姿勢や態度を育成する。

☆ 特別な配慮を必要とする生徒に対し、日常の教育活動を通し、該当学年や

担任と連携を密にして、生徒の実態に即した援助を図る。

☆ 生徒会活動を通じて、生徒が相互に尊重し合う集団意識を体得できるよう

教務部

☆ 生徒の実態を多角的に把握し、生徒個々

の目標達成に必要な学力を身に付けさせる。
進路厚生部

☆ 進路設計意欲を高めるために、個別指導を強化し、

適切な指導・助言に努める。

☆ 生徒一人一人の能力・適性など自己理解を深めさ

せ、進路選択に臨む態度を養わせる。

学校教育目標

１ 磨かれた知性を持ち、主体的に行動できる人間の育成

２ 豊かな個性を持ち、思いやりのある人間の育成

３ たくましい身体と意志を持ち、古里を愛し、積極的に社会貢献できる人間の育成
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教科担任会議の充実
＜６・１１・２月実施、全学年＞

＜担当：教務部・全教員＞

※ 学習の実態を把握し、授業の改善と生徒

の学習意欲の向上を図る。

総括グループ
・教頭

・生徒指導部長

・教務部長

・進路厚生部長

・養護教諭

特別支援教育グループ

・当該学年

・生徒指導部

・教務部

・進路厚生部

・養護教諭

いじめ対策グループ

・生徒指導部校内担当
※ アンケート等の作成及び集計

・進路厚生部

・当該担任
※ 被害生徒との面談、養護教諭

との連絡調整

生徒指導部

生徒指導部長、学年の役割

情報提供、教務部・各学年、家

庭との連携及び生徒との面談

当該担任、養護教諭との連絡

調整



予防的対策（生徒理解・早期発見）

☆ 入学時における中学校との連携（４月：新入生を対象に学校訪問を実施し、

新入生の高校生活や集団への適応を円滑に進めるための情報を得る。

（「連絡シート」の活用（発達障がいの２次障がいの防止も（特別支援教育コーディ

ネーターとの情報共有））

☆ 入学・進級時における状況把握

（４月：全学年、生徒指導部（校内担当・養護教諭・学年）

家庭状況、健康状況（障がいを含む。）、友人関係等に係る情報を得る。（個人

健康管理カード）

☆ 特別な支援を必要とする生徒のための個別の指導計画を作成する。

☆ 登・下校時の玄関指導 （様子の観察と対話を通じて生徒の変化を把握する）

☆ 個人面談（随時：担任・スクールカウンセラー・養護教諭）

学習、生活、進路等の課題とともに、友人関係の問題を聴き取り、生徒とともに

解決策を考える。

☆ 保護者懇談（随時：担任・教務部・進路厚生部）

学習、生活、進路等に関する情報交換を行い、課題解決の支援のために協力する。

☆ いじめに係る実態調査（５・11月：全学年、生徒指導部（校内担当・各担任））

道教委調査以外に日常の行動等の観察を通じて早期の発見・対応・解消を図る。

☆ 被害生徒の心のケアを中心とする面談（生徒指導部・養護教諭）

事態の深刻化を止めるよう努める。

各学年で実施 → 生徒指導部

生徒指導部長 → 教頭

学年

早期対応・早期解消（いじめの訴えがあった場合）

検証・評価・研修

① 被害生徒、「見た（聞いた）」生徒に対する面談・・・＜生徒指導部、当該学年＞

☆ 必要に応じ、校外の関係機関と連携・・・＜教頭＞

② 被害生徒の保護者への報告と今後の見通し等の連絡・・・＜当該学年＞

③ 加害生徒等への面談（事実関係の調査）・・・＜生徒指導部、当該学年＞

④ 加害生徒の保護者への連絡・・・＜当該学年＞

⑤ 加害生徒に対する指導・・・＜生徒指導部、当該学年＞

⑥ 当該学年に対する指導・・・＜当該学年＞

⑦ 全校生徒に対する指導・・・＜生徒指導部＞

⑧ 被害生徒に対する心のケア･･･＜生徒指導部・養護教諭＞

☆ 事例ごとに対応プロセスを振り返り、改善する。

☆ 年間を通して評価し、方針等を改善する。

☆ 校内研修会を開催し、対応力を向上させる。

＜生徒指導部＞


